
県工事成績調書作成要領の一部を改正する要領 

 県工事成績調書作成要領（平成１５年７月１４日施行）の一部を次のように改正する。 

改正後（新） 改正前（旧） 

第１から第５まで（略） 

 

第６ （略） 

２  （略） 

３ 前項の採点運用表による考査の際、次の各号に掲げる判定等については、当該

各号の定めるところにより適切に設定する。 

 （１）土木工事関連で、出来形及び品質のばらつきの判定は、別図、別表３及び 

別表４による。 

 

（２）から（別表３）まで（略） 

 

 

（別表４）ICT 活用工事における出来形のばらつき判定について 

（１）出来形のばらつき判定は、「出来形合否判定総括表」において、規格値の

±80％又は±50％以内のデータ数の割合で判定すること。その際、データ

数の 80%以上が適合していれば、範囲内に収まっていると判断して良いこ

ととする。 

（２） 従来工法による施工と ICT 施工が混在する場合のばらつき判定は、そ

れぞれの基準で判定して低い方の評価とすること。 

 

 

 

 

 

第１から第５まで（略） 

 

第６ （略） 

２  （略） 

３ 前項の採点運用表による考査の際、次の各号に掲げる判定等については、当該

各号の定めるところにより適切に設定する。 

 （１）土木工事関連で、出来形及び品質のばらつきの判定は、別図及び別表３によ 

る。 

 

（２）から（別表３）まで（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改正後（新） 改正前（旧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第 1 号から別記様式まで（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式第 1 号から別記様式まで（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改正後（新） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改正前（旧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改正後（新） 改正前（旧） 

別紙－１②から別紙―２③まで（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙－１②から別紙―２③まで（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改正後（新） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改正前（旧） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



改正後（新） 改正前（旧） 

（完成）別紙－３①から（中間）別紙－３④まで（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（完成）別紙－３①から（中間）別紙－３④まで（略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   附 則 

  この要領は、令和６年４月１日から施行する。 


